
令和元年　10　月号
発 行 千葉県長生郡一宮町
編 集 一宮町役場秘書広報課
電 話 0475（42）2111（代）
人 口 12,455　人（－ 21人）
男 6,143　人（－ 22人）
女 6,312　人（＋　1人）

世帯数 5,426 世帯（－ 19世帯）
面 積 22.97㎢
※令和元年 10月１日現在

（　）内は前月比
ホームページ
http://www.town.ichinomiya.chiba.jp

オーストラリアのサーフィン代表選手と国際交流！
９月５日、東浪見小学校でオーストラリアのサーフィン代表選手との国際交流
会が行われました。（詳細は２ページ）



９
月
５
日
、
東
浪
見
小
学
校
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
サ
ー
フ
ィ
ン
代
表
選
手

と
の
国
際
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
に
は
、
東
浪
見
小
学
校
の
２

年
生
、
３
年
生
の
児
童
が
参
加
し
、
選

手
と
の
質
疑
応
答
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
分
か
れ
て
選
手
と
触
れ
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
交
流
会
終
了
後
、
釣
ヶ
崎

海
岸
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
行
い
ま
し

た
。児

童
か
ら
は
積
極
的
に
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選

手
と
の
貴
重
な
交
流
の
機
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

オーストラリアのサーフィン
代表選手と国際交流！

▲　写真左から
　　サリー フィッツギボンズ選手（世界ランキング２位（８月末現在））
　　ジュリアン ウィルソン選手（昨年世界ランキング２位）
　　ステファニー ギルモア選手（昨年７度目の世界ランキング１位）
　　ライアン カリナン選手（昨年釣ヶ崎海岸で行われた QS6000 大会の勝者）

▲　海もきれいになりました

▲　選手と直接ふれあいました

▲　選手と一緒にビーチクーリーン

▲　選手にたくさん質問しました
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町
で
は
釣
ヶ
崎
海
岸
広
場
に
隣
接
す
る
自
然
公
園
内
に
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
複
合
施
設
を
建
築
し

て
い
ま
す
。こ
の
施
設
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
大
会
時
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
、
町
で
施
設
の
本
設
水
道
・
電
気
工
事
、
千
葉
県
で
芝
生
広
場
・
駐
車
場
整
備

を
行
い
ま
す
の
で
、
一
般
供
用
開
始
は
令
和
３
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
エ
リ
ア
は
保
安

林
と
し
て
原
形
復
旧
し
ま
す
。

【
工
事
概
要
】

■
主
要
用
途　
公
衆
便
所

■
建
築
面
積　
１
６
５
．３０
㎡

■
外
部
仕
様　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し

■
内
部
仕
様　
男
子
ト
イ
レ
、女
子
ト
イ
レ
、多
目
的
ト
イ
レ
、展
示
ス
ペ
ー
ス
、シ
ャ
ワ
ー

【
問
合
せ
】企
画
課　
☎（
４２
）２
１
１
３

釣
ヶ
崎
海
岸
で
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
複
合
施

設
建
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

釣ヶ崎海岸周辺の工事日程

令
和
元
年

６月〜１２月

○自然公園内施設建築工事（本体のみ）
【一宮町】
施設概要：トイレ・シャワー等複合施設165.3㎡　
鉄筋コンクリート造

１０月〜３月
○釣ヶ崎海岸広場進入路拡幅工事
【一宮町】
工事概要：延長81m、幅員12m

令
和
２
年

１月から順次施工

○東京オリンピック競技大会サーフィン競技会場
設置工事
【東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織
委員会】

7/26 〜 8/2

〇東京オリンピック競技大会サーフィン競技開催
（サーフィンフェスティバル（仮称）の期間を含む）
【東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織
委員会】

８月〜１０月

〇東京オリンピック競技大会サーフィン競技会場
撤去工事
【東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織
委員会】

オリンピック
会場撤去後〜

〇自然公園内施設付帯設備工事
【一宮町】
工事概要：水道電気設備、外構等
〇県立自然公園整備工事
【千葉県】
整備概要：芝生広場・駐車場整備

令
和
３
年

４月〜 県立自然公園供用開始

オリンピック競技大会

予定エリア

自然公園整備（県）

休憩施設・トイレ

（一宮町）

釣ヶ崎海岸広場

進入路拡幅工事

（一宮町）

東京オリンピック
サーフィン競技大会
予定エリア
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小
学
生
と
保
護
者
２
０
８

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

料
理
を
始
め
る
前
に
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ
ン

競
技
に
つ
い
て
や
、
ひ
ま
わ

り
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
課
か
ら

お
話
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
一
宮
町
の
お
米
や

ト
マ
ト
を
使
っ
た「
お
も
て

な
し
の
ひ
ま
わ
り
ラ
ン
チ
」

の
実
習
を
し
ま
し
た
。
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
の
ひ
ま
わ
り
が

咲
き
ま
し
た
。

『
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
』こ
れ
か
ら
も
食
べ
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
献
立
の
一
部
と
参

加
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
保

護
者
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま

す
。

食育講座　ファミリー料理教室開催！
食生活改善会が主催するファミリー料理教室が

８月１・２・６・７・９日の５日間に開催されました。

一宮町のお米とトマトでひまわりランチ
材料　４人分

白米� ２合
ターメリック� 小さじ 1/4
バター� 10g
にんにく� 1 片
ショウガ� 1 片
サラダ油� 大さじ 1/2
カレー粉� 大さじ 1/2
豚ひき肉� 200g
人参� 1/2 本
玉ねぎ� 1 個
ピーマン� 2 個
トマト� 2 個
カレールー� 2 かけら
無塩トマトジュース�150㏄
ケチャップ� 大さじ 2
ソース� 小さじ 2

きれいなひまわり
が咲きました！

いただきます♪

作　り　方
【黄色いごはん】
①　白米はいつもどおりに研いだら、ターメリックを加えてよく混ぜてから
炊く。

②　炊きあがったらバターを加え切るように混ぜる。

【キーマカレー】
①◦にんにくと玉ねぎは皮をむき、みじん切り。
◦ショウガはよくこすり洗いし、汚いところをとり、皮のままみじん切り。
◦ピーマンは種を除いてみじん切り。
◦人参、トマトはよく洗い、ヘタをとり、皮のまますりおろす。
②　厚手のなべにサラダ油・にんにく・ショウガを入れてから火をつけ、香
りが立ってキツネ色になったらカレー粉を加え炒める。

③　すりおろしたトマトを加え、煮詰める。
④　ひき肉⇒玉ねぎ⇒ピーマン⇒人参の順に加えながら炒める。
⑤　トマトジュースを加えてカレールーを加え弱火で煮込む。ケチャップ、
ソースを加える。

☆　いんげんはゆでる（茎）。
☆　きゅうりはスライスする（葉）。

①お皿の上の方にターメリックライスをラップで小さい丸型ににぎり、
ドーナツのように中央をあけて丸く盛付ける（ごはんとごはんと
の間にすきまをつくらない）。

②ゆでたいんげんを茎にする。
③きゅうりを葉にする。
④ごはんの中央にカレーを入れる。

（もりつけ） カレー

ごはんいんげん

きゅうり

お料理ってたのしいね♬
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切
っ
た
り
、
ゆ
で
た
り
、
焼
い
た
り
し
て

料
理
を
つ
く
る
の
は
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験
を
活
か

し
て
た
く
さ
ん
の
料
理
を
つ
く
り
た
い
で

す
。

保
護
者　
　
中な

か
や
ま山　

和か
ず
よ
し佳

親
子
料
理
教
室
に
参
加
し
、
友
達
と
協

力
し
な
が
ら
調
理
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
自
ら
の
手
で
、
自
分
の
食
事
を
作

る
事
に
よ
っ
て
食
に
対
す
る
意
識
も
高

め
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一
宮
小
三
年　
　
風か

ざ
と戸　

悠は
る
み
ち道

あ
ま
り
す
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
人
じ
ん
が

食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ

に
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
も

き
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

東
浪
見
小
四
年　
　
田た

な
か中　

真ま

き希

ま
ず
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
で

す
！
来
年
も
き
た
い
で
す
！
四
年
間
ず
っ

と
教
え
方
が
じ
ょ
う
ず
で
し
た
。
だ
か
ら

四
年
間
一
回
も
失
敗
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

夏
休
み
初
日
か
ら
ず
っ
と
楽
し
み
で
し

た
。
後
二
回
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
と
て
も

わ
く
わ
く
し
ま
す
！
未
来
で
も
家
族
全
員

で
来
た
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

一
宮
小
五
年　
　
髙た

か
は
し橋　

莉り

り里

今
日
、
作
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
ひ
ま
わ
り

ラ
ン
チ
で
し
た
！
ひ
ま
わ
り
が
す
ご
く
き

れ
い
に
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
会

場
の
近
く
の
道
は
、
ひ
ま
わ
り
の
道
に
な

る
の
で
す
ご
く
き
れ
い
な
の
か
な
〜
？
と

思
い
ま
し
た
！
来
年
な
ん
の
料
理
が
出
る

の
か
、
す
っ
ご
く
楽
し
み
で
わ
く
わ
く
し

ま
す
！
家
で
も
作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

一
宮
小
六
年　
　
大お

お
た
に谷　

桃も
も
か香

私
は
６
年
間
料
理
教
室
に
参
加
し
て

色
々
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
食
材
を

一
宮
小
一
年　
さ
え
き　
ふ
う
か

今
日
は
、
ゆ
っ
く
り
で
い
つ
も
よ
り

い
っ
ぱ
い
ひ
と
の
ぶ
ん
も
た
べ
て
、
お
な

か
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
か
ら
、
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
あ
と
、
い
っ
し
ょ
に
や
っ

て
お
い
し
く
な
り
ま
し
た
。

一
宮
小
二
年　
　
江え

ざ
わ澤　

香こ
は
る晴

２
年
目
で
、
り
ょ
う
り
も
じ
ょ
う
ず
に

で
き
ま
し
た
。
り
ょ
う
り
が
お
い
し
く
で

き
て
、
お
い
し
く
て
ま
た
こ
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

の
な
ん
み

想
感

チームワーク抜群‼
オリンピ

ックにつ
いて

お話します
！

5 広報 令和元年10月号広報 令和元年10月号

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ



千葉県立中央博物館大多喜城分館
令和元年度企画展「鉄砲のあゆみ－火縄銃から回転式拳銃まで－」

■と　き　10月25日（金）から12月８日（日）
　　　　　午前９時から午後４時30分（入場は午後４時まで）
■ところ　千葉県立中央博物館大多喜城分館（夷隅郡大多喜町大多喜481）
■入場料　一般300円（240円）、高校・大学生150円（120円）
　　　　　※（）内は20人以上の団体料金
　　　　　中学生以下と65歳以上、障害者手帳等お持ちの方は本人と介護者は無料。
■内　容　戦国時代に種子島に伝わり全国に広まった「火縄銃」は、江戸時代に入り

戦乱が収まると「砲術」として各流派で平和的に使用されるようになりま
した。そうした時代の流れとともに変化した「鉄砲」の歩みについて紹介
します。講演会やビームライフル体験などの関連事業もあります。

【問合せ】千葉県立中央博物館大多喜城分館　☎0470（82）3007

加納久宜公没後100年
今年、2019 年は最後の一宮藩主・加納久宜公が亡くなってから 100 年の節
目を迎えます。町教育委員会では、郷土の偉人の業績を広く周知するため、イベ
ントを企画しています。皆さん、ぜひご参加ください。

加納久宜公没後100年特別公開
「玉前神社・一宮町の“宝物”　〜一宮藩と加納家〜」

■と　き　12月13日(金)から令和2年2月9日(日)
　　　　　午前9時から午後4時30分（入場は午後4時まで）　　　
■ところ　千葉県立中央博物館大多喜城分館（夷隅郡大多喜町大多喜481）

　→　詳細は次回広報でお知らせします。

シンポジウム「加納家と一宮」
■と　き　　　令和2年1月26日(日)午後1時から午後5時
■ところ　　　中央公民館　入場無料、申込不要
■登壇予定者　加納久昭氏（加納家当主）、吉原毅氏（城南信用金庫顧問）、
　　　　　　　松尾れい子氏（『加納久宜全集』著者）、林一雄氏（加納久宜公研究会）、
　　　　　　　馬淵昌也（一宮町長）、江澤一樹（一宮町教育委員会）
　→　詳細は広報12月号でお知らせします。

〈町教育委員会主催事業のご案内〉

【問合せ】教育課　☎（42）1416

▲　短銃 ▲　管打式銃（スナイドル銃）
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士
・
軍
人
の
各
家
の
模
範
と
な
る
べ
き
事

例
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
か
ら
、
全

国
的
に
も
優
れ
て
お
り
、
著
名
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
に
久
宜
が
亡

く
な
っ
た
後
は
、
娘
の
夏
子
が
嫁
い
だ
大

分
県
の
麻
生
家
を
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
た

こ
と
が
、『
麻
生
太た

き
ち吉

日
記
』（
※
）
か
ら

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
死
去
。
享
年

87
歳
。

※
麻
生
太
吉
（
１
８
５
７
〜
１
９
３
３
）

麻
生
商
店
社
長
ほ
か
。
現
財
務
大
臣
、

麻
生
太
郎
氏
の
曾
祖
父
に
あ
た
る
。
夏

子
の
義
理
の
父
親
。

（
町
教
育
委
員
会
　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】
教
育
課�

☎(

42)

１
４
１
６

加
納
鎰い

つ
こ子

は
最
後
の
一
宮
藩
主
・
加
納

久ひ
さ
よ
し宜

（
１
８
４
８
〜
１
９
１
９
）
の
妻
で
、

万ま
ん
え
ん延

元
年
（
１
８
６
０
）、
原
三
蔭
の
次
女

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
久
宜
と
の
間
に

は
久

ひ
さ
あ
き
ら朗

元
千
葉
県
知
事
な
ど
三
男
七
女
を

も
う
け
ま
し
た
。

明
治
35
年
（
１
９
０
２
）、
東
京
府
入い

り
あ
ら新

井い
む
ら村

（
現
東
京
都
大
田
区
大
森
）
に
在
住

し
て
い
た
時
、
久
宜
が
自
宅
を
事
務
所
と

し
て
入
新
井
信
用
組
合
（
現
城
南
信
用
金

庫
）
を
創
設
す
る
と
、
鎰
子
は
そ
の
事
務

を
補
佐
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
に
一
宮
町
婦

人
会
が
発
足
す
る
と
、
そ
の
初
代
会
長
に

就
任
し
ま
す
。
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）

に
久
宜
が
私
立
一
宮
女
学
校
を
設
立
す
る

と
、
講
師
と
な
り
女
子
教
育
に
励
ん
だ
と

い
わ
れ
、
一
宮
の
発
展
の
一
端
を
担
い
ま

し
た
。

な
お
、
入
新
井
村
時
代
の
加
納
家
の
生

活
は
、
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
に
中
村

金こ
う

子こ

の
『
家
庭
の
模
範
』
と
い
う
本
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
華
族
・
名

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

No.40

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
⑯
」

加
納
鎰
子
（
１
８
６
０
〜
１
９
４
７
）

９
月
８
日
の
夜
か
ら
９
日
の
朝
に
か
け

て
来
襲
し
た
台
風
15
号
は
、
千
葉
県
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
の
程
度

は
非
常
に
重
く
、
現
在
も
な
お
復
旧
作
業
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
被
害
を
蒙
ら
れ
た
皆
様

に
、
心
よ
り
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。一

宮
町
で
は
、
お
お
む
ね
断
水
は
な
く
、

停
電
の
範
囲
・
期
間
も
他
の
市
町
村
よ
り
は

限
定
的
で
し
た
。
ま
た
、
道
を
ふ
さ
ぐ
倒
木

も
比
較
的
少
数
で
し
た
。
し
か
し
、
農
業
関

係
、
そ
し
て
建
物
関
係
に
は
、
や
は
り
大
き

な
被
害
が
出
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
、
で
き

る
限
り
現
場
へ
伺
っ
て
実
態
把
握
に
つ
と
め

ま
し
た
が
、
お
宅
に
よ
っ
て
は
復
旧
が
容
易

で
な
い
ほ
ど
の
損
壊
を
受
け
ら
れ
、
大
変
心

が
痛
み
ま
し
た
。

今
回
の
台
風
に
つ
い
て
は
、
国
が「
激
甚

災
害
」に
指
定
し
ま
し
た
。
激
甚
災
害
と
な

る
と
、
農
地
や
農
業
施
設
の
被
害
に
つ
い
て

の
補
助
を
行
う「
災
害
復
旧
国
庫
補
助
事
業
」

の
補
助
率
が
か
さ
上
げ
と
な
り
ま
す
。
国
に

よ
る
財
政
支
援
が
普
段
よ
り
も
手
厚
く
な
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
も
、

災
害
復
旧
貸
付
等
の
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
住
宅
の
一
部
損
壊
は
、
公
的

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
今
回
は
、
事
態
の
深
刻
さ
を
受
け
て
、

国
土
交
通
省
が
中
心
と
な
り
、
国
が
修
理
の

補
助
金
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
治

体
が
修
理
費
補
助
金
制
度
を
設
け
て
、
そ
の

大
部
分
を
国
が
負
担
す
る
運
び
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
９
月
24
日
の
朝
日
新
聞
に
よ
れ

ば
、
補
助
率
は
修
理
費
の
２
割
程
度
が
目
安

だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
内
閣
府
は
、
住
宅
の
損
壊
レ
ベ
ル

の
認
定
に
つ
い
て
、
台
風
後
の
雨
の
被
害
の

状
況
も
加
味
し
て
、
一
部
損
壊
レ
ベ
ル
で
も

状
況
に
よ
っ
て
半
壊
や
全
壊
に
認
定
す
る
な

ど
、
弾
力
的
に
運
用
す
る
よ
う
、
自
治
体
に

通
知
を
出
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
事
後
の
復
旧
に
対
す
る
国

の
補
助
は
、
被
害
の
激
し
さ
を
受
け
て
、
従

来
よ
り
も
手
厚
く
な
る
見
通
し
で
す
。
そ

こ
で
、
皆
様
に
お
願
い
で
す
。
被
害
に
つ
い

て
、
写
真
な
ど
の
証
拠
を
出
来
る
限
り
残
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
補
助
制
度
へ
の
申
請

に
必
要
で
す
。
補
助
の
方
針
が
確
定
し
ま
し

た
ら
、
速
や
か
に
皆
様
ご
案
内
差
し
上
げ
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

今
回
の
台
風
で
は
、
危
機
管
理
の
責
任
を

負
う
立
場
に
お
け
る
認
識
の
甘
さ
等
が
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
自
身
も
、
こ
う

し
た
批
判
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
、
危
機
管

理
時
の
責
任
者
の
任
務
の
重
さ
に
自
覚
を
高

め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
の

多
い
台
風
で
し
た
。

一宮町長
馬淵 昌也

▲　加納鎰子（町教委所蔵）
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昭
和
19
年（
１
９
４
４
）11
月
、
一
宮
、

大
津（
茨
城
県
北
茨
城
市
）、
勿
来（
福
島

県
い
わ
き
市
）の
３
つ
の
基
地
か
ら
、
日

本
軍
の
秘
密
兵
器「
風
船
爆
弾
」が
ア
メ

リ
カ
本
土
に
向
け
て
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。風

船
爆
弾
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
一
宮

に
と
っ
て
風
船
爆
弾
と
は
何
だ
っ
た
の

か
。打

ち
上
げ
か
ら
75
年
が
経
っ
た
今
、
風

船
爆
弾
と
い
う
兵
器
の
意
味
を
考
え
ま

す
。

■
と
き　
12
月
８
日(

日)

午
後
１
時
30
分
か
ら（
３
時
頃
終
了
予
定
）

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
大
会
議
室

■
講
師　
山
田
朗
氏（
明
治
大
学
文
学
部

教
授
、
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所

資
料
館
館
長
）

※
入
場
無
料
、申
込
不
要

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎(

42)

１
４
１
６

国
内
外
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
約
１
０
０

台
が
1
都
7
県
約
1
，
４
０
０
㎞
を
走
破

し
ま
す
。

町
内
で
は
1
カ
所
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
名
車
を
間
近
で
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
と
き（
通
過
予
定
日
時
）

　
10
月
28
日（
月
）

　
午
前
10
時
45
分
か
ら
午
前
11
時
45
分
頃

■
と
こ
ろ（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）

　
一
宮
海
岸
南
側
駐
車
場

【
問
合
せ
】産
業
観
光
課

�

☎(

42)

１
４
２
7

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
音
楽
放
送
を
、

日
没
の
早
く
な
る
１１
月
か
ら
１
月
に
か
け

て
は
、
夕
方
４
時
に
変
更
し
て
放
送
し
ま

す
。

【
問
合
せ
】総
務
課�

☎(

４２)

２
１
１
２

一
宮
町
、
長
生
村
、
白
子
町
合
同
の
中

学
生
海
外
交
流
研
修
が
７
月
３０
日
か
ら
８

月
８
日
ま
で
の
10
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
行
わ
れ
、
一
宮
中
学

校
か
ら
は
９
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し

た
。オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
現
地
学
校
で

の
語
学
学
習
を
通
じ
て
活
き
た
英
語
を
学

ん
だ
ほ
か
、
日
本
や
一
宮
町
に
つ
い
て
紹

介
す
る
な
ど
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
受
入
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
日
本
と
は

異
な
る
文
化
や
習
慣
を
体
験
し
ま
し
た
。

10
日
間
の
滞
在
期
間
中
は
事
故
も
な

く
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
生
徒
全
員

が
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎(

42)

４
５
７
４

祝
い
餅
投
げ
を
は
じ
め
、
新
鮮
な
農
産

物
や
加
工
品
な
ど
の
展
示
や
即
売
、
特
売

を
行
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
踊
り
や
太
鼓
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
11
月
2
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
天
中
止
）

■
と
こ
ろ　
役
場
前
駐
車
場

【
問
合
せ
】一
宮
町
農
林
商
工
祭
実
行
委

員
会（
事
務
局　
産
業
観
光
課
）

�
☎（
42
）１
４
２
８

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
疾
走
！

「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
ミ
リ

ア
２
０
１
９
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

〜
中
学
生
海
外
交
流
研
修
〜

第
41
回
一
宮
町
農
林
商
工
祭

を
開
催
し
ま
す
！

風
船
爆
弾
打
ち
上
げ
75
年
講
演
会

「
風
船
爆
弾
と
一
宮
」

夕
方
の
音
楽
放
送
時
間
が

変
わ
り
ま
す
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食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
料
理
教
室
」や「
生
活
習
慣

病
予
防
料
理
教
室
」な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
く
方
で
す
。

■
対
象
者

◦
町
に
住
所
を
有
す
る
方

◦
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
が
で

き
、左
記
の
日
程
で
受
講
で
き
る
方

■
と
き

◦
11
月
26
日（
火
）

◦
12
月
17
日（
火
）

◦
１
月
29
日（
水
）

◦
２
月
27
日（
木
）

■
内
容

　
食
生
活
改
善
推
進
員
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
で
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の
健
康

に
役
立
つ
調
理
実
習
等
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
11
月
８
日（
金
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

�

福
祉
健
康
課　
☎（
４０
）１
０
５
５

土
屋
芳
廣
さ
ん（
元
会
社
員
）、小
池
達

さ
ん（
司
法
書
士
）、
大
曽
根
功
一
さ
ん

（
元
千
葉
県
職
員
）の
３
名
が
、一
宮
町
情

報
公
開
審
査
会
、
個
人
情
報
保
護
審
査
会

及
び
行
政
不
服
審
査
会
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
令
和
元
年
８
月
28

日
か
ら
令
和
３
年
８
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
審
査
会
は
識
見
を
有
す
る
委
員
で
構

成
さ
れ
、
実
施
機
関
か
ら
諮
問
さ
れ
た
不

服
申
し
立
て
に
対
し
て
、
公
平
で
客
観
的

な
立
場
で
審
査
を
行
う
第
三
者
的
機
関
と

し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課�

☎(

42)

２
１
１
２

■
活
動
内
容

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
へ
の
絵
本
読
み
聞

か
せ（
月
１
回
、午
後
２
時
間
程
度
）

■
活
動
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
日　
10
月
31
日（
木
）

※
平
日
参
加
可
能
な
方

※
後
日
、詳
し
い
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】教
育
課

�

☎（
４２
）１
４
１
６

確
定
申
告
期
間
中
に
平
成
30
年
分
の
医

療
費
控
除
な
ど
の
申
告
が
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で
、
税
務

署
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
還
付
申
告
は
、
過
去
５
年

分
に
つ
い
て
確
定
申
告
期
間
に
関
係
な
く

税
務
署
で
申
告
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
平

成
26
年
分
の
申
告
は
、
今
年
の
12
月
31
日

ま
で
で
す
。

詳
細
と
年
末
の
受
付
期
限
な
ど
に
つ
い

て
は
税
務
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】税
務
課�

☎（
42
）２
１
１
４

　
　
茂
原
税
務
署�

☎（
22
）２
１
６
６

12
月
か
ら
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大
多

喜
城
分
館
で
開
催
す
る
特
別
展
に
先
駆
け

て
、町
で
ミ
ニ
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
東
の
大
磯
」。
加

納
久
宜
が
著
名
人
の
誘
致
を
始
め
、
明
治

末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、
一
時
期

１
０
０
件
近
い
別
荘
が
並
び
、
別
荘
地
・

避
暑
地
・
観
光
地
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
一

宮
。
そ
の
姿
を
絵
葉
書
や
古
文
書
か
ら
見

て
い
き
ま
す
。

■
と
き　
11
月
18
日(

月)

か
ら
29
日(

金)
�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
小
会
議
室

　
※
入
場
無
料

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎(

42)

１
４
１
６

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
絵
本
を
通

し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
楽

し
く
あ
た
た
か
い
時
間
を
持
つ
き
っ
か
け

を
作
る
、
子
育
て
支
援
事
業
で
す
。
か
わ

い
い
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
に
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ミ
ニ
展
示
「
加
納
久
宜
と

「
東
の
大
磯
」」

一
宮
町
情
報
公
開
審
査
会
、個
人
情
報

保
護
審
査
会
及
び
行
政
不
服
審
査
会

委
員
へ
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▲左から　土屋芳廣さん、小池達さん、大曽根功一さん

還
付
申
告
を
お
忘
れ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

「
栄
養
教
室
生
」を
募
集
し
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
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７
月
18
日
に
千
葉
市
の
千
葉
県
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
19
回
千
葉

県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
お
い
て
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
の
長
年
の
功

績
が
た
た
え
ら
れ
、
峰
島
重
昭
さ
ん
と
井

桁
武
雄
さ
ん
が
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
会
長
表
彰
永
年
勤
続
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

�

福
祉
健
康
課　
☎（
４２
）１
４
３
１

※
事
前
予
約
制（
事
前
予
約
を
し
て
い
な

く
て
、
当
日
、
相
談
し
た
い
場
合
も
受

付
は
行
い
ま
す
が
、
申
し
込
み
多
数
に

よ
り
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

※
耐
震
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
自
宅
の

写
真
や
図
面
な
ど（
建
築
確
認
書
類
が

望
ま
し
い
。）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
相
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
写
真
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】都
市
環
境
課

�

☎ （
42
）１
４
３
０

千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
整
備
局
建
築
指

導
課 �

 

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
１
８
３

楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活
を
送
る
た
め

に
生
涯
お
い
し
く
食
事
が
で
き
る
歯
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

「
い
い
歯
」を
保
つ
た
め
に

◦
よ
く
噛
み
ま
し
ょ
う

噛
む
こ
と
で
、
顎
の
筋
肉
が
鍛
え
ら

れ
、唾
液
の
分
泌
を
よ
く
し
ま
す
。

◦
毎
日
の
ケ
ア
を
丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
歯
間
ブ
ラ
シ
や

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課

�
☎（
40
）１
０
５
５

所
・
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
飼
い
主

探
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー(

保
健
所
）

�

☎（
22
）５
１
６
７

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
６（
93
）５
７
１
１

町
で
は
新
耐
震
基
準（
昭
和
５６
年
度
）

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
推
進
す
る
た
め
、
千
葉
県
主
催
に
よ
る

耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
こ
関
東
地
区
に
お
い
て
も
、
南
関
東

地
域
直
下
型
の
大
規
模
な
地
震
災
害
が
起

こ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
こ

の
機
会
を
利
用
し
て
皆
様
の
わ
が
家
の
耐

震
性
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
わ
が
家
の
耐
震
相
談
会
】

■
と　
き　
１１
月
９
日（
土
）　

　
午
前
９
時
か
ら
１１
時
ま
で

■
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　
個
別
耐
震
相
談　
木
造
住
宅

を
対
象
と
し
た
耐
震
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
も
相
談
員
が
、
住
ま
い
の
状
況
に

応
じ
た
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
参
加
費　
無
料

■
申
請
期
間　
１１
月
１
日（
金
）ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

11
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策

強
化
月
間
」で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
動
物
に
よ
る
事
故
や
迷
惑
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

◦
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保
健
所
へ

届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬
が
狂
犬
病
の
疑

い
が
な
い
か
ど
う
か
獣
医
師
の
検
診
を

う
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◦
公
園
な
ど
も
含
め
、
犬
の
放
し
飼
い
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接

種
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
飼
い
主
の

義
務
で
す
。

◦
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
糞
尿
や

鳴
き
声
に
よ
る
被
害
を
防
止
で
き
、
感

染
症
な
ど
の
危
険
か
ら
猫
や
人
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
犬
猫
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う
場
合

は
、
保
健
所
に
届
出
が
必
要
で
す（
91

日
齢
未
満
の
犬
猫
を
除
く
）。

◦
一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
の
特
定
動
物

を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
健
所

長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

◦
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
探
し
、

保
健
所
、
警
察
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

に
電
話
な
ど
で
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

◦
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で
面

倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
な
い
事

情
で
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し

い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
保
健

▲前列左から　井桁さん、峰島さん、三枝会長

11
月
８
日
は

『
い(

１)

い(

１)

歯(

８)

』の
日

千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

わ
が
家
の
耐
震
相
談
会
開
催

動
物
に
よ
る

危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

10広報 令和元年10月号広報 令和元年10月号

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ



申
請
は
、
ご
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の

方
に
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
他
の
方
が
申
請

す
る
に
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

■
旧
姓
併
記
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
必
ず
旧
姓
併
記
を
申
請
す
る
必
要
が

あ
る
の
？

Ａ　
戸
籍
上
に
旧
姓
が
な
い
方
や
希
望
し

な
い
方
は
、
申
請
し
な
く
て
も
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

住
民
票
な
ど
に
併
記
し
た
旧
姓
は
、

削
除
は
で
き
る
の
？

Ａ　

必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
削
除

で
き
ま
す
。

Ｑ　
旧
姓
の
ハ
ン
コ
で
印
鑑
登
録
は
で
き

る
の
？

Ａ　

住
民
票
に
旧
姓
を
併
記
し
て
あ
れ

ば
、
旧
姓
の
ハ
ン
コ
で
印
鑑
登
録
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ　
併
記
し
た
旧
姓
を
表
示
せ
ず
に
住
民

票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
を
受
け
ら
れ
る
の
？

Ａ　
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

で
は
、
旧
姓
は
氏
名
と
併
せ
て
公
証

さ
れ
ま
す
の
で
、
両
方
を
表
示
し
た

状
態
で
、交
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】住
民
課�

(
42)

１
４
２
３

併
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
旧
姓
で
本
人
確
認

が
で
き
ま
す
。

■
申
請
の
方
法
は
？

１　
戸
籍
謄
本
等
の
用
意

旧
姓
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
か
ら

現
在
ま
で
の
、
連
続
し
た
戸
籍
謄
本
等
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
証
明
書

は
、
本
籍
地
の
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
取
り

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
籍

地
が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
対
応
し
て
い
れ

ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
取
得
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ご
自
身
の
本
籍
地

市
区
町
村
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２　
住
民
課
へ
申
請

戸
籍
謄
本
等
と
本
人
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
、住
民
課
窓
口
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

11
月
5
日（
火
）か
ら
住
民
票
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
・
印
鑑

登
録
証
明
書
に
、
旧
姓
を
併
記
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
旧
姓（
旧
氏
）と
は
？

過
去
の
戸
籍
上
の
氏
の
こ
と
で
す
。
旧

姓
は
、
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書（
戸
籍
謄

本
な
ど
）に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
こ
ん
な
時
に
役
立
ち
ま
す
！

各
種
契
約
や
銀
行
口
座
の
名
義
に
旧
姓

が
使
わ
れ
る
場
合
で
、
そ
の
証
明
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
人
確
認
が
必
要
な
際
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
、
旧
姓
が

■
と　
き　
11
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
1
時

■
と
こ
ろ　
青
松
学
園

■
内　

容　

模
擬
店
、
大
道
芸
披
露
、
ゲ

ス
ト
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山

【
問
合
せ
】青
松
学
園�

☎(

42)

３
８
６
９

■
と　
き　
11
月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ

9
日
：
と
き
わ
ぎ
会
場（
睦
沢
町
長
楽

寺
４
９
６
）

10
日
：
ま
き
の
き
会
場（
睦
沢
町
上
市

場
６
９
３
）

■
内　
容

9
日
：
パ
ン
、ク
ッ
キ
ー
、
焼
き
菓
子
、

ラ
ス
ク
、ジ
ャ
ム
、木
工
品
な
ど
の
販
売

や
、パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
、木
工
な

ど
の
体
験

10
日：ゲ
ー
ム
、サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
な
ど
。

つ
き
た
て
お
餅
の
お
し
る
こ
無
料
配
布
、

大
道
芸
、抽
選
会
、睦
沢
鳴
子
会
、食
べ

る
コ
ー
ナ
ー
（
唐
揚
げ
、カ
レ
ー
等
）な

ど
■
主　
催　
社
会
福
祉
法
人
九
十
九
会

【
問
合
せ
】

�

と
き
わ
ぎ
工
舎
☎(

44)

２
２
９
９

�

槇
の
木
学
園
☎(

44)

１
２
１
２

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｕ　
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

九
十
九
祭
（
つ
く
も
さ
い
）

住
民
票
な
ど
に
旧
姓
（
旧
氏
）
を
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！
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町内の保育所・認定こども園のご案内

認可保育所 認定こども園
施 設 名 いちのみや保育所 愛光保育園 東浪見こども園 一宮どろんこ保育園

設置経営 一宮町 （福）一粒の麦福祉会（福）一粒の麦福祉会 （福）どろんこ会

定 員 ６０人 ８０人 幼稚部　15人
保育部　65人

幼稚部　20人
保育部　150人

所 在 地 〒299-4301
一宮町一宮 1201-4

〒 299-4312
一宮町宮原 69

〒 299-4303
一宮町東浪見 8077-4

〒 299-4301
一宮町一宮 8683

電話番号 （42）2514 （40）1033 （36）7726 （44）7597

認 可
年 月 日 S36.5.8 S28.4.1 Ｈ 28.4.1 Ｈ 29.4.1

施設構造 鉄筋平屋建 鉄骨 2階建 鉄骨平屋建 木造 2階建

建 物
延床面積 610㎡ 567.67㎡ 609.79㎡ 1385.25㎡

開所時間 平日・土曜とも
7：00〜 19：00

平日 7：15〜 18：15
土曜 7：15〜 15：15

平日 7：00〜 19：00
土曜 8：00〜 17：00
（幼稚部は平日 9：00〜
15：00）

平日・土曜とも
7：00〜 20：00

（幼稚部は平日 8：30〜
15：30）

保
育
時
間

（
最
長
11
時
間
）

標
準
時
間
利
用

平日・土曜とも
7：00〜 18：00

平日 7：15〜 18：15
土曜 7：15〜 15：15

平日 7：30〜 18：30
土曜 8：00〜 17：00

平日・土曜とも
7：00〜 18：00

（
最
長
８
時
間
）

短
時
間
利
用

平日・土曜とも
8：00〜 16：00

平日 8：00〜 16：00
土曜 8：00〜 15：15
※開所時間の範囲で延長
保育あり

平日・土曜とも
8：00〜 16：00

平日・土曜とも
8：00〜 16：00

子 育 て
支援事業

・産休明け保育・障害児保育�
・一時保育・庭開放
・育児栄養相談
・親子教室（入所前児童対象）�
・はらっぱ文庫（絵本貸出）

・産休明け保育・障害児保育�
・一時保育・庭開放
・子育て支援センター

・産休明け保育・障害児保育�
・一時保育・庭開放
・子育て支援センター

・産休明け保育・障害児保育�
・庭開放
・子育て支援センター
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令和２年度保育所・認定こども園の入所（園）申込みが始まります

認可保育所 認定こども園
施 設 名 いちのみや保育所 愛光保育園 東浪見こども園 一宮どろんこ保育園

日 程 11/13（水） 11/19（火） 11/20（水）（保育部）11/18（月）（保育部）

場 所 いちのみや保育所
☎４２－２５１４

愛光保育園
☎４０－１０３３

東浪見こども園
☎３６－７７２６

一宮どろんこ保育園
☎４４－７５９７

当 日 の
内 容

・書類の確認
・お子さんの面接

・書類の確認
・お子さんの面接

・書類の確認
・お子さんの面接

・書類の確認
（当日の面接はありません）

時 間 13：30〜 15：00 ９：30〜 10：30 14：00〜 15：00 13：30〜 14：30

■
必
要
書
類

①
支
給
認
定
申
請
書
兼
保
育
所
等
利
用
申

込
書
・
現
況
届
兼
家
庭
状
況
調
査
書

②
父
母
の
就
労
証
明
書
、
自
営
業
・
農
業

就
労
申
告
書
又
は
申
立
書

◦
申
立
書
に
は
医
師
の
診
断
書
、
母
子
手

帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
就
労
証
明
書
と
自
営
業
・
農
業
就
労
申

告
書
は
、
65
歳
未
満
の
同
居
家
族
も
必

要
で
す
。

■
在
所
・
在
園
児
は
在
籍
の
保
育
所
な
ど

を
通
じ
て
家
庭
状
況
調
査
書
の
提
出
を

依
頼
し
ま
す
。

※
必
要
書
類
は
10
月
16
日（
水
）
以
降
、

子
育
て
支
援
課
窓
口
又
は
全
保
育
施

設
に
て
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
申
込
受
付
前
に
、
入
所
案
内
を
必
ず
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Q
保
育
所
と
認
定
こ
ど
も
園
の
違
い

は
？

A
保
育
所
は
、
共
働
き
な
ど
で
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
い
児
童
を
お
預
か

り
す
る
施
設
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
の
教

育
と
保
育
所
の
教
育
を
一
体
的
に
行

う
施
設
で
す
。

町
の
認
定
こ
ど
も
園
は
、
保
育
所

を
基
本
と
し
て
、
そ
こ
に
幼
稚
部
の

入
園
枠
が
増
え
た
も
の
で
、
地
域
の

子
育
て
家
庭
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

 

共
通
事
項

◦
令
和
２
年
２
月
頃
に
入
所（
園
）申
込

者
へ
利
用
決
定
通
知
書
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。
あ
わ
せ
て
保
育
の
必
要

性
や
必
要
量
を
記
載
し
た「
支
給
認
定

証
」を
発
行
し
ま
す
。

◦
申
込
み
状
況
に
よ
り
入
所
・
入
園
の
調

整
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
上
記
日
程
で
都
合
の
悪
い
方
は
、
11
月

11
日（
月
）か
ら
11
月
25
日（
月
）に

子
育
て
支
援
課
で
随
時
受
付
を
し
ま

す
。（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
）

◦
上
記
期
間
後
に
申
込
み
さ
れ
た
場
合

は
、
期
限
内
申
込
み
者
の
入
所
・
入
園

が
決
定
後
の
審
査
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課�

☎(

42)

１
４
１
５

7
日（
木
）14
時
か
ら
15
時
に
申
込
み

受
付
を
行
い
ま
す
。

※
町
外
の
幼
稚
園
を
ご
希
望
の
方

は
、
直
接
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
利
用
対
象
年
齢

０
歳
〜
小
学
校
就
学
前

◦
出
産
や
転
入
な
ど
令
和
２
年
度
途
中
で

の
入
所
を
お
考
え
の
方
も
受
け
付
け
ま

す
。

■
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

（
保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
に
は
、
次
の

①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。）

①
就
労

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
・
障
害

④
同
居
又
は
長
期
入
院
等
し
て
い
る
親
族

の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）

⑦
就
学（
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業

訓
練
を
含
む
）

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑨
そ
の
他
、
①
〜
⑧
に
類
す
る
状
況
と
し

て
町
長
が
認
め
る
場
合

一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
の
幼
稚
部
に
つ

い
て
は
、
10
月
4
日
に
令
和
２
年
度
の
入

園
申
込
み
を
終
了
し
ま
し
た
。

東
浪
見
こ
ど
も
園
の
幼
稚
部
は
、
11
月

【
認
定
こ
ど
も
園
幼
稚
部
】

【
認
可
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
】
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そ　う　だ　ん　ご　と
人 権 行 政 相 談

◆と　き　11 月７日（木）
　　　　　午後１時 30分から

午後４時
◆ところ　保健センター３階
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要

【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

弁護士による法律相談
◆と　き　11 月 19日（火）

午後１時 30分から
午後３時 30分

◆ところ　保健センター３階
◆対　象　町内在住または在勤の方

※要予約　１人 20分
【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

町 長 室 開 放 日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・
意見など「生の声」を直接町長
がお聴きします。
◆と　き　11 月 14日（木）
　　　　　午後１時30分から午後 5時
※要予約　１人 30分

【問合せ】
　秘書広報課　☎ （42）2175

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

今回は「介護保険で使えるサービス〜訪問介護の生活援助〜」についてのお話です。
訪問介護とは自宅に介護福祉士やヘルパーが訪問し、生活や身体の支援を行うサービスです。自宅で
介護を必要としている方やそのご家族にとって、身近な支援者となります。しかし、「家政婦」と勘違
いしている方も多くいらっしゃるのが現状です。「楽だから」、「面倒だから」と自分でできることを頼む
ことは訪問介護の正しい使い方ではありません。できないことを支援してもらいながら、自宅で自立し
た生活ができるようにしていくことが介護保険サービスの本質です。要介護度を悪化させないためにも、
できることは自分で行い、介護予防に取り組みましょう。

訪問介護の生活援助
「せっかくヘルパーさんが来てくれるのだから、色々なことをお願いしたい」と思うかもしれませんが、
訪問介護の生活援助には決まりがあります。ご本人以外のために何かをすることや、日常生活上の家事
の範囲を超えることなどは、介護保険の給付対象とはなりません。

例えば・・・・
■利用者本人以外のための行為　　　　　　　　　  ■日常生活の家事の範囲を超える行為

■利用者本人が不在のとき
　利用者の安否確認や健康チェックなども行うため、通所サービスの利用中や外出中には利用できません。
■リハビリや医療行為
　リハビリや医療行為を頼むことはできません。専門職のサービスを利用しましょう。
■金銭・貴重品の取り扱い
　預貯金の引き出しなどはトラブルの原因になるので、頼むことはできません。

どのようなサービスを希望するのか、そのサービスが介護保険の対象となるのかなど、ケアマネー
ジャーとよく話し合い確認しましょう。

【問合せ】地域包括支援センター　☎（４０）１０５５

◦利用者以外の洗濯・調理・布団干し
◦自家用車の洗車や掃除
◦来客の応接
◦主として利用者が使用する部屋以外の掃
除など

◦花木の水やり、草むしり
◦ペットの世話
◦話し相手、留守番
◦窓拭き・床のワックスがけなど
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お　　知　　ら　　せ
公立いちのみや保育所からのお知らせ

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子の皆
さんを対象に保育所を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に一
緒に参加しませんか？お気軽にお申込み下さい。お待ちしています。保
護者と共に子どもの成長を喜び合い、子育てをサポートします。

映画会・誕生会に
親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　11月 20日（水）
　　　　　午前 10時から
◆内　容
　　　　　『おおかみと七匹の子やぎ』他
誕生会
◆と　き　11月 14日（木）
　　　　　午前 10時から
※要予約（月〜金曜日）

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子の皆さんを対
象に絵本の貸出をいたします。
子ども達は絵本が大好きです。絵
本は子どもの成長には欠かせないも
のです。小さい頃に見た絵本は一生
の宝物。

【11 月のテーマ】
『昔話大集合！』
　世代を超えて伝えられてきた昔話
の絵本を集めました。
　古くから愛され続けている昔話は
ページをめくるたびお話の世界に入
り込める秀逸なストーリーばかりで
す。
　一緒に読み聞かせている大人も幼
かった頃を思い出し、ほっこりと懐
かしい気持ちになれるかもしれませ
ん。ぜひご家族でお楽しみください。
◆と　き　午前９時から午後４時
（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

庭を開放しています
保育所の広いお庭で遊びませんか？
すべり台・ぶらんこ・ボールや砂場
遊び玩具などがたくさんありますよ。
◆と　き　午前９時から午後３時
　　　　　（月〜金曜日）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所親子教室

「ひよこ組」

　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。

◆と　き　11月５日（火）15組
『クレヨンあそび』

　　　　　11月 19日（火）15組
　　　　　『新聞紙であそぼう』
　　　　　午前10時から午前11時
　　　　　（午前９時 45分〜受付）

※要予約（月〜金曜日）
※駐車場 10台可能
※お申込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
在宅の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。お弁当も食べら
れますので、ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間
月～金曜日　午前９時から午後３時　予約は要りませんが、登録をしていただきます。
（ランチタイム正午から午後１時　食事前に絵本の読み聞かせがあります。）

今月のイベント（要予約）※予約は１ヶ月前から受け付けます。
○まねっこミニ運動会（対象　2歳）	 11 月１日（金）午前 10時 30分から
○給食試食会（対象　親子）		  11 月 15日（金）午前 11時から　参加費 300円

【予約・問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（42）7424

子育て支援室「しおかぜ」
　東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催していま
す。絵本やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
○　ベビマクラブ　11月 20日（水）午前 10時 30分から　参加費 300円（初回のみオイル代 500円）
　　手から伝わる愛情アタッチメントで赤ちゃんとのコミュニケーションを育みましょう。※初回のみ要予約
　　※今月は第３週での開催です。ご注意ください。
○　たまひよ部（毎月１回開催）　11月 28日（木）午前 10時 30分から
　　【テーマ】「ベビーとピラティス体験会」　参加費 300円（お茶お菓子付き）
　　産後に変化した骨盤の引き締めをしながら、みんなで楽しくエクササイズしませんか？

【イベントに関する問合せ】マミーウェイたまひよ部☎ 050（3577）1335　*tamahiyo@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　　☎（36）7726

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　11月１日（金）
　　　　　午前１０時から正午
※要予約（月〜金曜日）
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ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉法人一宮町社会福祉協議会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）3439 一宮町ボランティアセンターキャラクター
『一宮ボッくん』

 
 
 
 

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター No.62

9 月 10日、日本大学理工学部ボランティアサークルの７人が町のボランティア活動を体験しました。
同サークルには現在 62人の学生が所属し、防犯パトロール、献血活動、子どもたちとの交流を中心に活動してい
て、月に 1度の防犯パトロールでは警察官OBの方と船橋校舎周辺をパトロールしているそうです。また、献血活
動では、呼び込みやワークショップのお手伝いなどをしているそうです。さらに、昭和女子大学で開かれるせたが
やウキウキまつりでは、子どもたちと工作を通して交流していて、また、年に 2回ある大学対抗ゴミ拾い甲子園に
参加し、昨年 12月には準優勝、今年 6月には優勝したそうです。今年は一宮町で合宿を企画し、4年ぶりに開催し
たそうです。
この日の活動では、午前中には一宮町勤労者福祉対策協議会メンバーとともに、県道飯岡一宮線沿いの花壇の整
備を行い、午後からは、いこいの森を育む会メンバーとともに、憩いの森で施設内の山道の整備を行いました。この
日は台風通過後の猛暑の中での作業となりましたが、「貴重な体験ができた」と仰っていました。
一宮町ボランティアセンターでは、今後もボランティア体験など、意欲ある団体を積極的に受付していきます。

一宮町社会福祉協議会では、日常生活上の相談に応じ、適切な助言や援助を行う窓口として、心配ごと相談所を開設してい
ます。秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。

と　　　き		  毎月第４木曜日　午前９時から正午まで
と　こ　ろ		  一宮町社会福祉協議会
対　　　象		  町内在住の方

【 問 合 せ 】		  社会福祉協議会　☎（42）３４２４（予約不要）

心 配 ご と 相 談

◇ 日本大学理工学部ボランティアサークルがボランティア活動体験 ◇

▲暑さに負けず元気に花壇整備を行いました ▲憩いの森の山道整備

▲樹木名の木札作成 ▲皆で和気あいあいと楽しく作業しました
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保健センターだより

10 月 の レ シ ピ
一宮町食生活改善会

冬の感染症に備えましょう
これから寒く、乾燥する季節になると、冬の感染症の話題を耳にするようになります。これからの流行す
る時期に備えて、今から感染予防に努めましょう。
感染症予防のポイント
◦休養、睡眠をしっかりとり、栄養バランスのよい食事を心がけましょう。
冬は、免疫力が低下しがちです。免疫力が低下しないよう、健康的な生活を送りましょう。

◦手洗い・うがいをこまめに行いましょう。
多くの人が触るドアノブ、手すりなどにウイルスや細菌が付着している可能性があり、そこを触った手
を口や鼻、目に持っていくことで体内にウイルスや細菌が侵入します。外出後はうがいをし、石けんを
使ってしっかり手洗いをしましょう。

◦インフルエンザには予防接種も有効です。
インフルエンザは、流行前にワクチン接種をすることで発症率や重症化率を下げる効果があると言われ
ています。かかりつけ医と相談の上、予防接種を受けることも有効です。

65歳以上で希望する方にインフルエンザ予防接種費用の一部助成を実施しています
■実施期間　　10月１日〜令和２年１月15日（個別接種）
　　　　　　　（ただし、一部医療機関については実施期間が異なります。町にお問合せください。）
■対　　象　　65歳以上の方　※対象者には通知しています。
※実施期間中に65歳になる方は、順次通知します。
※60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器疾患、ヒト免疫不全ウイルスにより日常生活が極
度に制限される程度の障害を有する方（身体障害者手帳１級相当）も対象になりますので、希望する
方は、お問合せください。

■助成回数　　１回　
■助成金額　　3,000円（生活保護世帯の方は、全額助成します）
※医療機関により接種料金は異なります。予防接種の予約をする際に医療機関でご確認ください。

【問合せ】　　　福祉健康課　☎（４０）１０５５

ブロッコリーと
じゃがいものパン粉焼き

材料　4人分

ブロッコリー� 1/2株
じゃがいも� 1個
パン粉� 1/2カップ
マヨネーズ� 大さじ 2
青のり� 少々

〈作り方〉１人分エネルギー　96kcal　塩分 0.4g

①　ブロッコリーは一口サイズに、じゃがいもは５㎜の厚さの�
いちょう切りにする。
②　①をゆでる。（水にさらさない。）
③　フライパンにマヨネーズとパン粉を入れパン粉がきつね色にな
るまで炒める。
④　③に②を加え和えて盛り付け、青のりをふる。

パン粉をマヨネーズで炒め焼きすると、香ばしく
コクが出ます。
そのままマヨネーズで和えるよりも、カロリーも
塩分摂取も控えることができます。オーブン焼きの
お手軽版です！
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保健センター
11 月　 の行事

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
詳しくはお問合せください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内 　 容  ・ 対　  象 場 　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ） ６日（水） 9：00〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

保　
健　
セ　
ン　
タ　
ー

2 歳 児 歯 科 健 診
８日（金）

受付 13：00〜 13：15 平成 29年７月～
平成 29年 8月生まれ

1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 受付 13：15〜 14：00 平成 30年 2月～
平成 30年 4月生まれ

親 子 ふ れ あ い 教 室 13 日（水）

9：30～ 10：30
あそびの教室
１歳児（きょうだいの参加も可）
と保護者

10：45～ 11：45
あそびの教室
０歳児（きょうだいの参加も可）
と保護者

食 生 活 改 善 会
地区伝達料理講習会 21 日（木） 受付  9：20〜 9：30 町内在住の希望者

※お問合せください

育 児 相 談 ( 予 約 制 ） 26 日（火） 9：00〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

乳 児 相 談 28 日（木）

受付 13：00〜 13：10 ４ヶ月児

受付 13：30〜 14：00
７ヶ月児・12ヶ月児
※７ヶ月児と保護者の方には、
あわせて『ブックスタート』が
あります

あ そ び の 広 場

　１日（金）・　５日（火）・　７日（木）
１１日（月）・１２日（火）・１４日（木）
１５日（金）・１８日（月）・１９日（火）
２０日（水）・２１日（木）・２２日（金）
２５日（月）・２７日（水）・２９日（金）

  9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
20日（水）11：00〜 11：30　ボランティア「赤とんぼの会」
22日（金）10：30〜 11：30　ボランティア「ゆりかご」

　

け ん こ う 運 動 教 室

６日（水）

受付 13：10～ 13：20

65歳以上の希望者（筋力アップ体操）

保 健 セ
ン タ ー19日（火） 65歳以上の希望者（リズム体操）

27日（水） 65歳以上の希望者（貯筋体操）

東浪見けんこう運動教室
12 日（火）

受付 9：45～ 10：00
65歳以上の希望者（リズム体操）東 浪 見

コ ミ ュ
ニ テ ィ
セ ン タ ー27日（水） 65歳以上の希望者（貯筋体操）

骨 粗 鬆 症 予 防 検 診 １日（金） 受付　9：30～ 11：00
13：00～ 14：30

平成 31 年 4 月 1 日現在で 20
歳、25 歳、30 歳、35 歳、40
歳、45歳、50歳、55歳、60歳、
65歳、70歳の女性に通知しま
す。
詳細は福祉健康課までお問合せ
ください。

保
健
セ
ン
タ
ー

【今月の健診】
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ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119にお問い合わせ
するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

休

●
１コース ２コース ３コース

いちのみや
広報カレンダー 2019

いちのみや 1111

（中央消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・受付時間 19：45～ 22：45
茂原市八千代 1-5-4（消防署裏）☎（24）1010

夜間急病診療テレフォン案内  （19：00～翌朝６：00）
12月２日（月）

プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000
直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00～翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず へ「１１９」

期日までに納めましょう。

夜間急病診療所
（第５期）
（第５期）
（第５期）

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

※カレンダーは 11 月の予定です。
日 月 火 水 木 金 土

1 2

子育て相談室「コアラ組」

農林商工祭

3 4 5 6 7 8 9
加納久宜公没後
100年記念式典

親子教室「ひよこ組」 人権行政相談 文化祭

休 もといハッピークリニック
☎（36）3537

休 K・Iクリニック
☎（42）7575

10 11 12 13 14 15 16
文化祭 町長室開放日

七歳児合同祝
休 秋 場 医 院
☎（42）3323

17 18 19 20 21 22 23
法律相談
親子教室「ひよこ組」

一宮町ディスカバー
ウォークラリー

休 藤島クリニック
☎（47）3056

休 清 水 医 院
☎（42）2950

24 25 26 27 28 29 30
第８回一宮海岸
クリーンアップ
ウォーキング大会

心配ごと相談

休 長生診療所
☎（32）3303

町の図書室休

町の図書室休

ミニ展示「加納久宜と「東の大磯」」

ミニ展示「加納久宜と「東の大磯」」

町の図書室休

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

３ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ
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